
































































































































５） 前掲書 p. 12。
６） 前掲書 pp. 12~13。
７） 高橋 (1981) p. 217。塩野谷 (1995) も，シュンペーターの経済発展の３要素としてイノベ
ーション（革新），企業者，信用創造があるという指摘をしている (pp. 197~198)。同様な指




















８） Schumpeter (1926) pp. 110~112. 邦訳上巻 pp. 198~199（机上版，p. 164）。英語版 p. 74。
９） Ibid. p. 111. 前掲書 p. 198（机上版，p. 164）。英語版 p. 74。
１０） Ibid. p. 99. 前掲書 p. 180（机上版，p. 150）。英語版 p. 64。
１１） 根井 (2001) p. 33。「新結合」はすでに「経済恐慌の本質について」(1910) 論文で提示され
ており，『経済発展の理論』で明確化され，後の『景気循環論』では「イノベーション」と
された。すなわち，「革新 (innovation) のもたらす経済過程内の変化をそのあらゆる結果や
経済体系のそれへの反応とあわせて経済発展 (Economic Evolution) と」呼び（Schumpeter
(1939) Vol. 1, p. 86. 邦訳第１巻 p. 124），「革新は新結合を遂行することにある」（Ibid. p. 88.
邦訳同 p. 126）とされた。投資理論の領域では「新機軸」理論として整理される。もっとも
『経済発展の理論』でもイノベーションという語は使用されており「……としても経済にお
ける革新（innovations［英語訳：筆者］）は，新しい欲望……」（Schumpeter (1926) p. 100. 邦
訳上巻，p. 181（机上版 p. 151）。英語版 p. 65）という表現などが見られる。


































１４） Ibid. pp. 100~101. 前掲書 pp. 182~183（机上版，p. 152），英語版 p. 66。『景気循環論』
(1939) では，「すでに使われている商品の生産についての技術上の変化，新市場や新供給源
泉の開拓，作業のテーラー組織化，材料処理の改良，百貨店のような新事業組織の設立」
（Schumpeter (1939) Vol. 1, p. 84. 邦訳第１巻 p. 121）を革新（イノベーション）と呼んでいる。
１５） Ibid. p. 106. 前掲書 p. 193（机上版，p. 160）。英語版 pp. 71~72。
１６） Ibid. pp. 108~109. 前掲書 p. 195（机上版，p. 161）。英語版 pp. 72~73。































１８） Ibid. pp. 110~111. 前掲書 pp. 197~198（机上版，p. 163）。英語版 p. 74。
１９） Ibid. pp. 153~154. 前掲書 pp. 273~274（机上版，p. 218~220）。英語版 107~108。
２０）「大規模組織が経済進歩，とりわけ総生産量の長期的増大のもっとも強力なエンジンにな






































































































































































































































Berger and Udell (2002) は，中小企業金融における融資手法（貸出技術）と
して４つの手法―財務諸表準拠貸出 (financial statement lending)，資産担保貸出
(asset-based lending, ABL)，クレジット・スコアリング (credit scoring)，リレー
ションシップ貸出 (relationship lending) ―を取り上げている。さらに，Berger


























２２） Berger and Udell (2006) pp. 2948~2952.

























































験者を委員とする ABL 研究会において，ABL 普及のための今後の課題を報告
書として取りまとめたほか，ABL のテキスト（一般編，実務編）を経済産業

























２５） 筆者も，２００７・２００８年の調査研究に ABL 実態調査委員会の委員長として参加した。２００７
年６月２９日設立の ABL 協会の顧問として活動している。
（表２） ABL の普及・活用に向けた各省庁の取り組み













































































































































Ａ．動産・債権担保融資 ９，１５８ ２７４，７７８ ２３４，６１０ １０，４５７ ２８０，０１４ ４４３，６０６
Ｂ．Ａのうち動産のみ ８７６ ７３，１１１ ７６，１４０ ３，８２７ １１７，１９９ ２３１，７０９
Ｃ．Ｂのうち棚卸資産のみ ３２５ ５４，１８４ ６５，８０５ １，０６１ １０６，７１１ １６６，０９３
Ｄ．Ｂのうち機械・設備のみ １４６ ９，３１０ ９，１４９ ２，４３２ ７，６７１ １７，１３６
Ｅ．Ａのうち動産・売掛債権両方とも ３９６ ５０，０１２ ９２，６７０ ２０３ ３３，００６ ５６，３９１
Ｆ．Ｅのうち棚卸資産と債権 ２２４ ４６，５８６ ８４，７９７ １６５ ３０，３６８ ５２，９８０
Ｇ．Ｅのうち機械・設備と債権 ３ １，６７７ ７，１７５ ２９ ２，５７９ ２，８９６
Ｈ．Ａのうち売掛債権のみ ７，８８６ １５１，６５５ ６５，８００ ６，２４７ １３１，８１０ １５５，５０６




































②業務用車両 ２８．２ ⑯ブランド品 ０．９
③その他の設備 ２．２ ⑰酒類 ２．５
機器
④厨房機器 ０ ⑱食品 ２．４
⑤医療機器 ０．１ ⑲家電 ０．４
⑥オフィス機器 ０ ⑳DIY用品 ０．３
⑦介護機器 ０  自動車 ２５．５
⑧その他の機器 ０．４ 楽器 ０．３
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